
平成２３年１０月２１日

「 文 化 遺 産 オ ン ラ イ ン 構 想 」 成 果 報 告 フ ォ － ラ ム の 開 催

１．趣 旨

文化庁では，平成２０年３月より『文化遺産オンライン』を正式公開しています。

『文化遺産オンライン』は，国や地方の有形・無形の文化遺産に関する情報を集約，発

信することなどを目的とした，インターネット上における文化遺産のポータルサイトです。

今後，多くの美術館・博物館・関係団体や各自治体等の協力を得ながら，多様な文化遺

産に関する情報の集約を更に進め，内容の充実を図っていくことが課題となっています。

こうしたことから，『文化遺産オンライン』の内容の一層の充実を図り，当サイトへの更

なる参加を促すため，初めて『文化遺産オンライン』のフォーラムを開催します。

２．事業内容

（１）『文化遺産オンライン』の一層の周知を図り，更なる参加を促すために１２月２日（金）

に開催

（２）対象者は美術館・博物館の学芸員等担当者を中心に，一般の研究者，利用者

（３）『文化遺産オンライン』を共同運営している国立情報学研究所と共催で実施

（４）会場は，学術総合センター 一橋記念講堂(〒110-8712 東京都千代田区一ツ橋２－

１－２）

※文化庁「文化遺産オンライン構想」成果報告フォ－ラムのホームページ参照

（http://www.kuba.co.jp/bunkaisan/）

（５）プログラムについては，別紙のとおり

＜担当＞ 文化庁文化財部伝統文化課

課 長 湊屋 治夫（内線 2859）

文化財保護調整室長 森 政之（内線 2869）

専 門 職 高尾 曜 （内線 2872）

電話：03－5253－4111（代表）

03－6734－2415（直通）

文化庁では，『文化遺産オンライン』を平成２０年３月から正式公開しています。

今回，公開から今日までの成果について報告するとともに，より多くの美術館・博物

館の参加を促すため，初めて「文化遺産オンライン構想」成果報告フォーラムを１２月

２日（金）に開催しますので，お知らせします。

http://www.kuba.co.jp/bunkaisan/
ohashi
テキストボックス
（http://www.kuba.co.jp/bunkaisan/）



（別 紙）

「文化遺産オンライン構想」成果報告フォーラム

～文化遺産とデジタル・アーカイブの最前線を知る～

●日時 平成２３年１２月２日（金）

●会場 学術総合センター 一橋記念講堂

〒110-8712 東京都千代田区一ツ橋２－１－２

プログラム （当日、プログラムが一部変更になることがあります）

【第１部 文化遺産オンライン構想の推進】

13:00～ 開会挨拶

石野利和（文化庁文化財部長）

13:05～13:20 「文化遺産オンライン構想」について（15分）

森政之（文化庁文化財部伝統文化課文化財保護調整室長）

13:20～14:00 事業実施報告（40分）

「文化財の情報化と文化遺産オンラインの最近の動向」

高尾曜（文化庁文化財部伝統文化課専門職）

14:00～14:40 基調講演（40分）

「文化遺産オンラインとデジタル・アーカイブについて」

高野明彦（国立情報学研究所連想情報学研究開発センター長）

14:40～15:00 「美術館･博物館のデジタル･アーカイブ化とＭＬＡ連携」（20分）

栗原祐司（文化庁文化財部美術学芸課長）

15:00～15:15 休憩（15分）

【第２部 デジタル・アーカイブ最前線】

コーディネーター 高野明彦（国立情報学研究所連想情報学研究開発センター長）

15:15～15:50 「文化遺産オンラインの新機能」（35分）

丸川雄三（国立情報学研究所特任准教授）

15:50～16:10 「文化遺産情報のメタデータ連携 ―海外の動向から―」（20分）

宮崎幹子（奈良国立博物館学芸部資料室長）

16:10～16:30 「文化遺産情報をめぐる収蔵機関としての役割」（20分）

川口雅子（国立西洋美術館主任研究員）



16:30～16:50 「ミュージアムの広報ツールとしての文化遺産オンライン」（20分）

野口剛（根津美術館学芸主任）

16:50～17:10 「ミュージアムＨＰとの検索システム連携」（20分）

浜田拓志（和歌山県立近代美術館副館長）

17:10～17:25 質疑応答（15分）

17:25～ 閉会挨拶

湊屋治夫（文化庁文化財部伝統文化課長）
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